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::莞量::

国産の記録品175,000i亡W

タービン用ボイラ受注

が∴訂録的な守りラの設計製作に)･㌔ナさわ/二･て

土製作所で雷二の捏東京電力保式会社より丑-ノブ,川二L∫ノニ,

::ゴよごごその字盲J了1二において国産の▲妄~J録ふい了ある175､000いⅤ

タービン用ボイラを･受注しその製作を開始した.
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再熱気庁

治水温度

甘阻編射石勲ぺ

‥1,300･0001bノ′‡-(590,000l(gノ】1)

㍗誓胴巨‥2▼45〇Pミヲミ,三三三等竿･■崇笥
(於再熱器‖川)……475Psig(33.4kgノセm2g)

再熱気諒( り )………………1,010(F(5J13〔c)

540⊂F(282亡C)

･升焼力式………………微粉炭燃灘｣役摘吊･三と市油の混現

または重油卑焼

特 長

(1)このような高圧であるが従来の豊1･了な経験に睾き

権水ほ自然循環方式を採川したっ

(2)火妬こ分割壁をおき州扇プ川のガス混度の均一化

を図ってある｡

(3)蒸気渥麿調節力式とし

てガス■仲宿現方式とスプレ

ーカ式を併用Lた｡

国鉄川崎火力発電所用

60,000kW

タービン発電機着々完成

ぺ鉄=購吠ノ｣デ己′.一郎川蟻州

訓,0001{Ⅵ7タービン発一Lし潤は

･咋チトr_†立悪けH軒こ莞汗さ

巨,その後吊旺=立上場ニ.ト

ニ鉦辻製作廿でム/げ.二が

つ捏モイ)人･て】;分か′ノー'甜汗

ニレつタービン ほ機宣発

美捜｢む刊和音などけ一郎帖二な

ろもしつで,ラッシュアーブーに

上る一封㍍訂雄洩動に吋卜｢二

ら十分安■※こ肛転される｡トラ

訝_揖こ.王ら寺-｣しておぺ,てノd成

悠㍑京浜地梓川･~が)′!-ム払二折拭力宜ノ旺こ･･こ･カと飾りさ

i~･■′一1､る

このタ~ビンは881{g･･･■cll12g.51げCとて. ■砧晶裾卜

て使=ほれるた軋 ニレ｢〕二←タのシ十フトて･ブレードは

品 ~高比に十分耐′上るよう[二む二接硝すげ･三′子ご!晶て.製作

されている._

~また二q)発電鳳よ今;∴▲杯二完成し発･~≡~揖冊ほ鳥′れろ

予定である.∴.

主なる仕様ほつぎの通･■)でふる._

蒸気タービン

数

型

ノ王

[∃一

fL三‥..

式……………日.､_日毎動二くくミ㌻;~吊狛舟排気隼

格 け1力(ち!発電機端)

最大連続Ⅲ力(り り)
薫 育J王 力(粧耶拍冊)

蒸 気 温 度(′.′ ′･)
【可 転 数‥.

50,000klV

60,000klキr

…88kg/cm2g
510t■C

･‥3,000rpm
冷 却 水………………………………………18･~C

復水器賞空度(拾18rC･60,OCO一雄r拙守峠)

703mmHg

ターボ発電機

丑………………………………………1台

式………兢置円筒回転界磁聖水素冷却式

6/1り∴し･1こ＼17

1t._Jl-

わ′
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量

水素圧プJ 出 力

0.035kg/cm2 50,000kW

lkg/cm2 60,000kW

定
端
相
周
極
回
励
冷

｢且
･■子

醍

転

㌣粗･万機
却

格.‥‥･

日 立

力 率 容 量

0.9 55,555kVA

O.95 63,157kVA

‥‥. ■∵

圧‥…. ‥13･200V

数｡……………………………………‥三和

数.… …‥‥50～

数.… …2桓
数……. = 3,000rpm

止.…………………………………‥250V

プ＼‥･･ …水嘉冷却式

東京電力株式会社新東京火力発電所納

260t/h汽権(3号汽権 用主降水管完成

東京電甜揖誌出肛畑㍍ゴ溌一i

で初めて採川ニjしトニ下溝方式で･

納

一
.
Fいむ 3キ汽締はR

‡充_工三1-260t/h,讃

ゝ｣

ヌ＼

圧力1051⊂g/･'c工が,蒸気混蔦5ユ1.-/541=Cの目黒で計画さ

れ,日立即三所†二は工ユ･㌶で附~T三来鉦工製n三をつづけてき

たが,本年一月早々ドラムな完成L,苓沌管顆およ1Jて･≡

寄も統々完成して組立現地へ送られ日下甜川1であるこ

この汽缶lたては宇1;∋訳の現地㈲妾r竃所をできるだけ減らす

目的で,輸送~可能である最大の長さに誹~描lを製作した`ニ÷

で,写真のように長さ30mにも及ぷ主陸水椚滝けてきた二

この主降水¶里｣木あり,おのおの外径一室00mm
=｣

7t,全長30mで長さにおいて日立工場の記録･指であるこ

さらに,同発電所向,同客員の5一計汽締の受注を受･ニ十

本汽権に相続いで建設されることになっている二

第2図 260t/h汽障用主降水管

ユ.
- ス

四国電力株式会社大森川揚水式発電所概器受注

一ノー//一-////一√一一/√/′-/､(√′′′ソ(･′･(′√-′-･一一-ノ､′√＼/ん‥一-へ/､--′--(ノー♪ノ｢､{一~■′

ゎが国にぶける代表自勺な揚水式発電所としては･東北

電力株式会社沼沢沼発偏何があるが,この発電所は水車

とポンプが別々のものである｡

′洞l]立製作所が受注した大森川発電所の横臥よ,1

台の磯路を発電の時は水中として使用し,揚水の時ほポ

ンプとしで依mすろいわゆる可逆式ポンプ水中であり･

ゎが車1でほもちろんほじめての試であり･1仕弊でも非常

に例の少なト馴戒である.二

四国電力抹よユ出ではこの計榔こあたっては,1カ年

以上の艮_皿∴★ヾ｣1日J′二製作所との御~り研究を行い技術

軋結竹〕･引石亀しの上に採用な決定されたもので舟ふ

軌祢引出･二三｣三こ~卜記め通りでふろ｡

(1)か…-二とし･ての什樟

品頂宰相誹‥. ‥116･85nl

荒笑烹警防 二…蒜
水ヰ川抽･t ‥…12･100lこW

同転数…………………………………………400rpn一

号モ当メこ……………………………竪冊フランシス型榊-(

(2)ボンナとしての仕樟

止訂各線隠 ･126m

最低宍揚程=……………………………･=…･81･30m

…….13m3/S最低揚程時の最大拐7Jく_量･

最大軸動九‥ ･15･000kW

回転数‥‥ …400rpm

本邦初の

放射性煙霧質処理装置の 試1■1完

原子力平和利用の発掛こ伴い･ウランなど放射性をも

っ原子燃料の-ノこ規模な址L,再処理などの過程において

翼当一三する放射性煙霧を集塵除去し･人蓄の放射掠障害や

動植物む放射能汚染みら防護することが重要問題とたつ

ている｢

このため日立三製作所目立研究所でほ,昭和31年4月よ

り科学技術庁悦子力平和利用試験研究補助金に塞き･放

射性煙霧汽処理装置の試作研究を進めていたが･この程

完成,優秀な成績を収めたご

ゎか国でこうLた装置が原二Jリ]不川面で完成されたの

は,初めてのことである｡

一般こ煙霧処蝕ま乾式電気珠軽装置などの型式におい

て,金属郁錬,製鉄,セ→ント,火力発電などに効果を

あげているが,粛射性煙掛こ対してほ特にその
塵率の

高いこと,およ㌻微粒除去能力の確実さと･安完煙が要

求さヨしる二
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ニ.きし｢二⊇し~)悲京王･満すとノ揖よ了=.ろ一冥主塔ネ99.99レ｡

托与=与里∵在㌣=址輿=長ぷ

r

′∴

混Jこ◆l_に~k甘世貯.:′■HパJじ〟).数穐の一里酔守品㌣シー武作1,

尖際の放射件嘩霧(酸化トリウム〆1ト ー‡こ㍉工こ
レ｣

溺壬

.燐フユー∴)について,その封三也効1杜イ〔･比較研究~Lた.〕
ナ~ト調相識品灘塵装紆こついてほ,枚射性煙霧の放

射能強度なり町…以卜に安仝,かつ確某こ低~卜できるこ

上が証明された｢

ニ′jLらの結果宣欄診,諸条件にもー■ニノ土も通した集塵~方

式が確立され,敬側朋煙握の陣▲.ち防止に役立て,咲子力

平和刊汀】の発姐こ大きな貢献をもたらすも乃とi野寺され

ている.｢

東邦嘩化工業株式会社納

400HP高速型循環ポンプ完成

二の程口.､:と裂†/臣軒において東邦理化工

某株式会社納,400日P
｣｢け

-

叫輿丁
十
′
ノ摘

ナを完成した._ゝ

木機は圧力 265､280kg/CIT12 の混合

ガスむ吸入L,300一･･-ノ315kg豆m2に誹三桁

して.反応堵へ送りこむ圧縮機で,メタノ

岬ル合成mに虻≠は誹る〔木機は宜~闘機

動機こよi.)流体接丁,一段減速凍再増溌■:

~三分L.て馬匡刺さかる-,メタり-ノクノ∴ソキ

ン,二=■ストン保持プノ法,ピストンロ･ソ

=一つ一台JさとJ,減速肘車などす/′~二て高射モ‥りに対

する｢ナ:ミの処r【■′ほ･､粘し.てぁる_

ニナ†!:誓･‡_hよ∴∴■､rけミ1宝･述ノ､~= ■J一~ニノ三･･.つ

j剋りでぁる.､.

刊 ji;"....
‥‖HSD-AGC

回 弟云数……………………………………163.5rpm

吐出･≠_≠一誌.
.150n13..･′11(吐出状態)

吸入圧力…. …‥… 265､280kg/cmZ

吐才一土_江已力………………………‖….300､315kg/Cm2

最高差旺…… 35kg/cm2

流体技手

型 式………………………………… S王i-CH90

調整範臥...…… ‥ 700～490rpm

電 動機………………jOOHP同期電動機 720rpnl

特 長

(1) 崗 型である帯で,据付面積ほ少1機械ほ′卜型

軽道である｡

(2)メタリックパッキンは,最適の構三三で潤滑油は

3箇所より給油L,ピストンロット甘払律上ととも

iこ気与磐の完全を期Lてある｡粗こピア､トンロッドを

打‡4図 400tIP L:∴二∴二王て‡､】トト環ポ
ソ フ

ー¶103
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第5図 イ ン ド 国

外軋漸こより冷却Lてあり効見よ大きいLつ

(3)ヒストンロッドほシリンダに付した2偶のガイ

ドメタルこより,常にシリンダの芯と一致Lて

するようこなっている【こj~Lはメタリックパッキン

の気据保持々良好にしている∧

(4)減速断‡~汀Lダブルヘリカルー歯車で,′ト粛中は特

殊鋼に高周通暁入,グラインダ什上を行い.大歯車

ほ特殊釦こ紆許加コニを行ってあるので,精度が高く

信頼牲ふ量る､.

(5)帽環ガス一品玖調節は流休載了宣より回転数を変

化させて筒中に無段階調整ができるて

(6)圧ノJ計,温度計(ガス,軸受とも)排iLLl弁なと

ほ操作台∴産めてあるのでけ封現数作が簡甘である▲

なお東低ご`′･掘する電機占一占,流一木接丁などすべて日立

製作所におい二製作さj~したものでもる_

■

■
■

F且

インド国鉄Jボンベイ地区I納電動車完成

昭和30i｢ミう∴インド匝ほ失ユリ一_受持して製作中であった

動小藩㍍∴∵
..1〉.艮
小24輌のうちノⅠ.と初のものがこの電圧h′二

製作所笠)二て工J~三;で完成した‥

これi･よイン∴つポンペイ地iキの直流1,5〕0V電化区間

iこ使用さj~しろ三.ので,わが国より動労アジアに向けて輸

‖される最紅つ霜月電凍であるこ

この宣か一巨ミニ5'＼6りゲージ,3/･､掛椅二♪を両仰｣にもち,

MTTM 叫綿!喜成でjノ捌広される穴巷坤で,インド鉄道規

格の材料七虻∵し,イン′ド鉄辻倹訂1■ヱ●ぉよび口木田鉄監

吾いの焼唐芋-こ_,とこ 1し

ー
｣
一
へ

セ｣甜 _ゝ､-_.
ノ ー 1 √二つでさ〕る′

刷■】F‖しゎ証･-T)インドい1｣とLて∴i三Ⅰのプこきさの告け王二箆

の数ほ少1,紺･ぅーけ}仝1人冊に丁ア､一へミストスフ~レ一によ乙

●-､

､
､

･ : ､

八′.ニー高山吏

ll

⊥▲
..

よ,プニノF∴ア〕外板と内張`■ノ

1キ巧圭言1封ヒしていろ

→-】イり

既 納`■E 動 巾

また洪水時にはレール而.仁8吋の水中を走行すること

もあるので,主`電動機,電動発電機をほじめ,J｣三下機器=

はいザれも完全な耐水,あるいほ防水構造とL,さらに_

日光直射ドで151下,臼蔭で115Fの温度と,100%の

湿度という気佐奈件のもとでも完全な運転を行いうるよ

う,絶縁材料からグリース掛こいたるまで,あらゆる吉じ

面に細心の考慮か払われている｡

また室内犠装品ほすべて防火,防虫,軽量を原則とL

て,スタンドライトの天井,精層プラスチックの三等腰

掛,ラテ･ソクススポンジ入レザークロス張りの一等階

肌 キーストンニコルク張りの味などが使川されてお

り,鋼板鋲組立の台中件にTIMKENコロ仙受を装臆し

た子い拝,ぶよJ銅休はいずれも二J-ノ用告な条件の荷重武験ネ

合宿Lたものであり,各面で従来の日本の解毒申から飛

躍したIr一再眺甘なものということができよう

この車け大略什憧憬次の通りである一

紳′ぺ…………九′Ⅰ＼十T㌃十-Tし十Mい L耳吏1輌編.･ニミ

拙了IJ
…1,67611ュm(5'､6′')

裾二宣｢~j二 …‥ D.C.1,5001'

]~二五鋸責……175HP,700V,⊥台(Mノ＼九il〉中の六)

′帖耳ノ∴∴l

い巾了･-′ニスイッチ式間接制御~ノナ人
封三■■こノノ∴.

.｡…/くンタグラフ
フ し

~~二〒 ノ∴穴

冠定空気フレー千および非′.拙‖丁-ブレーキ
て1-吾与
じてく･､｣‡土工

丘68′-0‖/巾11′一

団二軸錘闇

汁∴キ~←｢トL､聞距盤
車ぬか享

`~:二1㌔ 九･王＼:!j/⊥し､

Tl】.:r

Tl■.r

入王い三~㌢

た辛∴M_＼､

11′'〉く1:ラi12'--6′一(入ITjし)
10′-0‖

48′-0'′

36′'

′T｣

二.J

､1一

一二:阜

八1Ⅰ,一区∴.ニせ】とり■`←二･三J寸

■′芹ヱノ;･~･土■を置い

/鰹･
■

■

r

- て
｣､､■てJ

76†1

110?ユ

76;1

26′壬′1

100千′.

∴

‥､､:
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イ ンド 鉄道納

液体アンモニアタンク車および

塩酸タンク車完成

立

インド鉄道カユ〔二)安さ__‡三l一子ニ,誉封木アンモニアタンクニ･jl二

12輌およごご塩酸タンク巾16鰍ま,いずれも日立製f′臣節

笠戸コニi妬こおし･てこのほ上ノ翫某した

この液休了ンモニ丁タンク巾は一拷いインド(･こおいて,

高圧の頂休了ンモニγ輸送mに叔出せられるもので,高

圧に耐えるようにお王似501Tlm,胴≠り1mm町け鋼板を使

用L-:†二場内で1-サ万=･｣■三-い〕800ポンドの水ノ_~lミ試験に合

格したものである.=.

特に防熱∈装置とLて厚さI2吋のトムレックス(アス

ベストス7｢レイ)を施し.その外仙こ0.8mm鋼枚の被

いをかぶせさらi･こ,上〕一三乱には1.2mm銅板の[=武一､を

設けるたど完全な防熱畏肌を施Lてある.｡

塩酸タンク中の特長ほ,リリーフバルブ(安合弁)の

ほかに- セーフティーベンド(安全通気孔)を設け,リ

リーフバルブ調整圧力301トsノ/i,12を超過し,351r)ヾ/i-12に

達Lた場た･このセーフテr-ベンドが作用L-て1時間

経過後8時間以内にその膜が打動的に破れて安全を保つ

L計
､

-

二一■U

㌧

.1∫よ てあることである

これらダンク中の主要要L_lはつぎの通りである､

液体アンモニアタンク車 埴酉麦タンク車

型 式･■･2和幸Type'′TAL′′
…2軸車Type′′T王-IA･′

荷 重……………………8t‖
‥川………‥‖…‥20t

自 責……………………24t………………………12t

車体寸法

最 大

最 大

最 大

ニく‖●

隔‥

向･･

27'-----8り 22′---4′′

9'---51イ′･

……9′---51ノ′ら′13′---1′′

軌 戸主う…………………5′---6′′

タンク胴転…
.15R′′

鏡板… り′′

13'---･｣11′′

第6図 インド政府鉄道液体アン∴モニアメソク車

第7回 インド政府鉄道塞こ〔酸タンク

安二仝:弁…‥………11′′ノ4■りx2個‥ フ.レノフ
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道の本線へ乗入れた場合は,高速で走る電車の問をぬつ

てダイヤを乱すことなく走行しなけれほならない｡

したがって勾配, 荷重で高速を要求され天馬力が必

要となったものである｡

使用箇所が札幌郊外の寒冷地であるため,日常 転の

装置のほかに,各部の冬期対策こ･■こは万全を期Lた.｡

すなわちつぎのような方法がとられている｡

(1)雪掻器攻付

(2)運転室外板の内面にはアンダーシールを3～5-nm

厚に塗布し,さらに鋼板の内張りを施し,機関排気を

利用して室内暖房としている｡

(3)ウニバスト予熱装置を設け,始動前に冶却水を加

熱する｡

･(4)潤滑油予熱装~琵としてサーモスヌヅト付のオイル

パンヒータを設けている｡

(5)冬期,水および油の過冷を防ぐため,可動整流憾

を設けてラジエータへの通風を加減している.｡

1(6)運転室前面窓の凍結防止用に電熱式デフロスヌを

寂付けている｡

(7)警笛には電熱式保温装置を取付けて凍結を防止L

ている｡

(8)砂箱の砂排出口には排気熱を導いて凍結防止を計

っている｡

この事の大略仕

軌
塑

はつぎの通りである｡

1,067mm

HG-45BB中央車体型2軸ボギー

ギヤー駆動式

運転整備重量 45t

ル 東京電力鶴見第二PSに納入さ

編集後記 れたボイラは,火力機器が大容量
＼

化する傾向にあるとき,その先鞭

せつけ貴重な質料を提供したものとして高く評価されモ
いた｡昨年末このボイラの綜合性能試験が行われたが,
その結果は期待にそむかない優秀なものであった｡火力

機器が日進月歩しつつある現状におい

は運転実績の結果に負うところが多い

-7~

,ボイラの進歩
とを思うとき,

この優秀な成潰を示したボイラの全貌と試飲結果を明ら

こうゝにすることは,きわめて意義深いものがあると云うこ
とができるであろう｡

ヨ立製作所における積年の研究の結実である交流巻上

日 立評 弟39春 草4号

昭和32年4月20日印刷 昭和32年｣月25巨卜発行

(毎月1回25日発行)
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DMF-31S水冷Jサイフル,6シリンダ

内径×行程180∴200nl】¶

420王iP(1,500rpnl)

370HP(1,300rpm)
口立排気タービン式

もて トルクコンパー

リスホルムスミス式
MS 450

タ2台

ニ･イガタ
DF138,

置

常時か五合薗坤式

電磁空気操作ギヤークラッチ式

置 ヘリカルギヤーおよび1パイラル

ベベルギヤ一による2段減速

置
置

池置

柴田式上作用盤付自利連結器

自動貫通式空気ブレーキならびに

補助手ブレーキ

24V400AH(10時間率)1組
空気式および電磁式警報器 各2

個

置 空気操作式

機の速度制御とその自動運転の内容が発表された｡交流

巻上機の速度制御については,種々の困難な問題があり,

したがってその自動化は直流巻上槻にくらべてやゝおく

れていた｡最近交流巻上機の特殊な速度制御の要求が増

加し,またその自動運転が採用される気運iこあるとき,

この論文が貢献する所はきわめて大きいであろう｡
C)

一家一言には藤岡博士の玉稿を頂くことができた｡と
もすれば外国の模倣にのみ終始し,基礎から一つ一つ積

重ねる努力を惜しむ日本人の通弊を鋭くつt･､て,技術の

自主自立を訴えられる博士の言葉は読む人の心を強くう

つに違いない｡
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